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会 議 録 

令和４年度 

焼津市子ども・子育て会議 

会議録 

日時 
令和４年８月 25日(金) 

13時 30分～15時 30分 

場所 焼津市役所本庁舎会議室７Ａ 

議  題 
（１）令和３年度実施事業の実施報告 

（２）中間年の見直しについて 

出席者 

28人 

【委員】 

永田 恵実子 

 

 

稲森 和子 

村松  幹子 

今村 均 

中野 裕治 

高橋 芳子 

山田 一貴 

増田 啓介 

高野 裕太 

山下 裕子 

前田 槙 

米澤 光芳 

山崎 正俊 

遠藤 徳一 

宮澤 礼子 

 

静岡福祉大学 

 

 

学識経験者 

焼津市保育園協会 

焼津市私立幼稚園協会 

社会福祉法人焼津市社会福祉協議会 

子育て支援センターとまとぴあ 

焼津市保育園保護者会連合会 

焼津市私立幼稚園 PTA連絡協議会 

焼津市公立幼稚園 PTA 

焼津市 PTA連絡協議会 

放課後児童クラブあそび塾 

焼津商工会議所 

志太地区労働者福祉協議会 

焼津公共職業安定所 

焼津市立黒石小学校  

 

子ども学科 

保育・教育実習 

センター長 

元小学校長 

会長 

会長 

大井川支所長 

相談員 

会長 

会長 

代表会長 

家庭教育副委員長 

保護者代表 

青年部 

副会長 

所長 

校長 

【事務局】 

織原 由香利 

村松 久美 

増井 悟 

友田 秀樹 

日下部 充 

朝倉 満 

村松 眞智子 

川村 仁 

武藤 裕子 

小長谷 邦博 

八木 彩子 

杉山 佳丈 

山梨 のぞみ 

 

こども未来部  

子育て支援課 

子育て支援課 子育て政策担当 

子育て支援課 子育て政策担当 

こども相談センター 

こども相談センター こども家庭相談担当 

こども相談センター 発達支援担当 

保育・幼稚園課 

保育幼稚園課 

保育・幼稚園課 保育・幼稚園担当 

健康づくり課母子保健担当 

家庭・子ども支援課 

家庭・子ども支援課 家庭・子ども支援担当 

 

部長 

課長 

主幹 

主査 

所長 

係長 

係長 

課長 

主席指導主事 

主幹 

統括主幹 

課長 

主幹 
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１ 開会    

２ こども未来部長挨拶 

３ 委員紹介 

４ 事務局紹介 

５ 会長及び副会長の選出、会長挨拶 

６ 第２期焼津市子ども・子育て支援事業計画の概要、 

子ども・子育て会議委員の役割について                                                   

７ 議題 

（１）第２期焼津市子ども・子育て支援事業計画の令和３年度実績報告 

（２）中間年の見直しについて 

【議長】 

 本日の案件は２件です。「第２期焼津市子ども・子育て支援事業計画の令和３年度実

績報告」及び「中間年の見直しについて」です。事務局、お願いします。 

 

【事務局】 

－ 資料２、３に基づき、事業内容を報告 －  

 

【議長】 

事務局の説明が終わりました。御意見・御質問等がありましたらお願いします。 

 

【委員】 

 保育所の場合は、入所に関することは、全て保育・幼稚園課で調整をしていて、それ

を保育所が委託を受けるという形での利用になっているわけです。それで本当に利用し

たいという方たちがどれくらいいらっしゃるかということが把握しきれないところが

あり、翌年度の入所を見越した園見学の方たちもお見えになっているのですが、きちん

と見学をして自分で入りたい園を選んでいるということは感じます。選びたいというと

ころと実際ここなら大丈夫ですよという園が合致しないというところは、苦しいところ

なのかなと思っています。本当に市民の皆さんが利用したいところに行ける仕組みがで

きれば一番良いのではないかと思いますが、それがなかなか叶わないということがずっ

と続いているのかなと思います。 

 １期、２期の計画が進んでいる中で、焼津市も人口減少が加速しています。人口減少

地域における保育・子育ての仕組みを今後どうしていくかは、国でも検討会等を立ち上

げながら、児童福祉法の改正等も含めて、状況がどんどん変わってきています。今後見

直しをしていくに当たっては、これらのことも含めての計画になっていくのかなと思い

ますが、この現実との乖離を小さくしていくことが本当の計画になると思います。量の

見込みの計画値と実績値が大きく乖離しているところがあり、本当に必要な制度なのか

ということを含め、最終的には、今回こども庁ができますが、国が発信している「こど

も真ん中」の子ども・子育て支援事業計画になってほしいと思います。 

保護者の支援もしていくが、大事なのは、「こども真ん中」ということを私たちが認識

し、今後の計画に反映すべきなのかなと思います。 
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【議長】 

委員は保育に携わっており国の情報をいち早くつかんでいらっしゃるので焼津市と

しては非常にありがたいと思います。 

 

【委員】 

 数字を見ての実感なのですが、「区割り」を見て、地理的条件で沿岸部の幼稚園が定

員に達してなく、丘へ行くほど定員に達している状況になっているものですから、この

区割りがどのようになっていくかと感じています。 

 また、放課後児童クラブは主に社会福祉法人さんがやっているが、幼稚園でも実施し

てくれれば良いという意見を保護者さんから聞いています。 

 入園前のお子さんの生活習慣が家庭教育によってそれぞれ違っていて、乳児期の教育

については市役所が一生懸命取り組んでいることが分かるのですが、そのセミナー等へ

積極的に参加する保護者さんとそうでない保護者さんがいるので、積極的に参加しても

らうように取り組み、子どもさんたちの家庭教育を底上げしていってほしいと思います。 

 

【委員】 

 数値も大事ですが、それだけでなく、放課後児童クラブのニーズが高い現場を見てき

たので、放課後児童クラブの質も大事であると思います。 

 

【委員】 

 放課後児童クラブについて、利用人数が増加傾向にあって、地域によって受皿確保が

できていない状況があるので、定員数確保のための施設整備の必要性を感じています。 

 保護者さんの就労形態は多様で、ニーズに対応できるよう、一時預かりがあればと思

います。 

 

【委員】 

 幼保無償化で満３歳入園が増えている。早く入園させたい保護者さんも増えていて、

産休・育休を取得しても１年で仕事に復帰したいというお母さんが増えていると感じて

います。 

 子育て支援センターは、子育てが孤立しないよう、子育てコンシェルジュによる相談

を受けられる場所になっており、保健センターやこども相談センターと連携し、子育て

の悩みや不安を軽減する体制が求められています。 

 

【委員】 

 夫婦共働きで生活していく時代となっています。資料を見ると乖離があったり定員を

超えたりしているところがありますので、放課後児童クラブ・延長保育の充実を図って

いただきたいと思います。 

 

【委員】 

 私自身、子どもが３人いて共働きです。大型連休も働かなければならないが、その際
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の子どもの預ける場所がないので、預かってもらえる場所があると助かると思います。 

 子どもが放課後児童クラブに通っていたが、４年生になり預かってもらえなくなって

しまい、自宅で子どもだけというので不安な部分がある。６年生まで預かってもらえる

仕組みがあると助かります。 

 

【委員】 

ＰＴＡが集まる際に今回の会議の話をしたいと思います。 

 

【委員】 

 いろんな事業があり、子育てしていてお世話になっているなと感じています。ファミ

リー・サポート・センターの提供会員をしていたので、知り合いに紹介したことがあり

ます。良い事業だが知られていないと思うので、周知してもらえるようになったら良い

と思います。 

 

【議長】 

情報発信の仕方を分かりやすくしたいですね。 

 

【委員】 

 現在、１年生と３年生の子がいて、放課後児童クラブを利用していますが、１年生か

ら優先的に受け入れるため、定員に達してしまうと、高学年の家庭は定員超過で入れな

いと聞きます。 

また、短時間での預かりや、小学生も子どもが慣れた幼稚園での預かりがあれば良い

と思います。 

 

【委員】 

 市の方には子ども・子育て支援事業について御尽力感謝申し上げたいと思います。 

 ２点お聞きしたいことがあります。 

幼稚園でも急激にコロナ感染が拡大しており、幼稚園を休ませざるを得ない状況もあ

る中、仕事も休みづらいところもあると思います。そういった中で、コロナによる経済

上の困難を持った方への支援へのニーズがあると思うのですが、そういった家庭へのご

支援はどのようになされているのでしょうか。 

情報発信についてです。妻の出産前後の短期間でしたが、焼津市の家事支援のサービ

スを利用させていただきました。家庭で食事を作るサポートをしてくれましたが、サー

ビスの存在を知らず、近所の方が教えてくれました。ニーズは高いと感じますが、情報

発信をもっとしていただければと思います。 

 

【議長】 

事務局からいかがでしょうか。 
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【事務局】 

 コロナ禍においての経済的支援については、国からの給付費において対応させていた

だいているところです。子どものお休みに関しては、学級閉鎖や濃厚接触等、お休みを

取らなければならない場合に保育料の返還をさせていただいております。 

 

【事務局】 

情報発信についてですが、委員が御利用なさったのは「子育て応援隊派遣事業」だと

思います。本事業は、満３歳まで御利用が可能となっております。市としましてもホー

ムページやすくすくガイドという子育て関連情報冊子を作っておりまして、周知を図っ

ているところですが、市民の皆様から情報の周知に課題があるという御意見をいただい

ております。当市は子育て支援の取組は充実させてきましたが、今後も情報発信の方法

を検討してまいります。 

 

【議長】 

 コロナ禍において、医療の現場を支援することもあり、保育士は休んでいないという

ことをお聞きしたことがあります。現在、保育の現場としてはどのような状況でしょう

か。 

 

【委員】 

 現在は、保育士・保護者・子どもたちが陽性となり、広がっている状況があります。

基本的に「保育はとめない」ということが国の方針でもありますので、子どもが濃厚接

触となってしまったクラスの場合は、申し訳ありませんと言って、自宅待機をしていた

だくということを繰り返してきました。心痛いのですが、待機をお願いしないと、元気

な子たちに広がっていくということがありますので、お願いをせざるを得ない状況にあ

ります。どこの園でも同じような状況にあるのではないかと思っております。保護者の

皆様にとっては本当につらい日々と思いますが、このような状況はまだ続くように思い

ます。 

 

【議長】 

本当に頭が下がると思いました。「保育はとめない」というところがあって、それで

もどうしようもない現状のなか保育を続けているということを御理解いただければと

思いました。 

 

【委員】 

 子育て支援ということで焼津市の事業を見させていただいて、本当に手厚く、多方面

からしてくださっているということを感じましたが、情報を知らなかったということが

ありますので、所属団体の集まり等で情報を共有していくことができるのではないかと

思います。 
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【委員】 

今日、ターントクルこども館を見学させていただいて、すばらしい施設があるなと思

いました。多くの親子連れが利用されていて、読み聞かせが始まるところでした。 

他市では待機児童があり仕事に出られないという方もいらっしゃいます。焼津市は、

保育園の利用見込みに対応できる体制が整っており、非常にすばらしいと思います。 

 

【委員】 

 保育に関する数字の部分に加え、質の部分の担保・向上に着目しています。焼津市と

していろんな事業をやっていてありがたく思っています。事務局の説明で待機児童ゼロ

であるとありました。それを担っている部分として、地域型保育事業や認可外保育施設

の数も少なくありませんので、そちらへの支援も工夫されているだろうと思っています。 

 

【議長】 

 保育・教育の質に関する話がありましたが、専門の支援者が現場でやっていただくこ

とになりますが、地域の子育て支援を焼津市として担っていただきたいと思います。 

 

【事務局】 

 放課後児童クラブの関係で色々御意見いただきましてありがとうございます。何点か

私のほうからお答えさせていただきたいと思います。 

 まず、放課後児童クラブは非常に高いニーズがあります。共働きや核家族化の影響を

受けての状況と思っております。市全体というわけではなく、豊田地区のニーズが非常

に高くなっているという状況にあります。市としてもニーズを的確に把握している中で、

定員確保・拡充に向けて現在も動いているところです。 

 また、委員から、高学年が放課後児童クラブに入れなくなってしまうというお話があ

りましたが、各クラブの定員があり、保護者の就労状況や学年によって優先順位をつけ

ていますので、優先度が低くなってしまうと優先順位の中で、希望するクラブは定員超

過し入れないこともありますが、他の受け入れ可能なクラブを御案内できますので、市

のほうで調整させていただいております。 

 

【委員】 

 放課後児童クラブの運営に色々感じるところがあります。 

小学４年生くらいになったら家で生活できる力をクラブで育て上げ、小学６年生まで

クラブで見なくても大丈夫となるよう家庭でも話し合って組み立てていったらどうか

と考えています。 

 ３年生くらいになると、家で過ごしたいと話す子どもたちもいます。子どもが家で過

ごしたいという気持ちを後押ししたいです。いつまでにこんな力を育ててクラブ卒業に

向かって頑張っていこうねと声をかけます。もちろん、子ども・子育て支援制度の中で

は、小学６年生まで預からなければならないとなっていますが、「クラブを出されてし

まう」と考えるのではなく、「出られるような生活を、家庭とクラブで組み立てていく」

という姿勢も、放課後児童クラブの保育方針にあっても良いと思います。 
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 放課後児童クラブは、公設民営であり、枠組みがあるため、運営法人の特徴を出しづ

らいです。幼稚園は各法人の特徴を出して運営していますが、放課後児童クラブも法人

の特徴を出せるような仕組みがあると良いと思います。 

 

【事務局】 

 委員からお話のあった保育の質の向上について、説明させていただきます。保育園・

幼稚園の保育の質の向上はとても大事ですので、当市では、公立私立・幼保地域型保育

事業所の枠を超えて「オール焼津」体制で研修をさせていただいております。また、乳

幼児教育推進会議を開催しており、「自己肯定感を持つ子どもを育てる」ことを目指し

て研修を進めております。「オール焼津」で焼津の子を育てようと保育の質の向上に取

り組んでいるところです。 

 

【議長】 

 皆さんにいただいた御意見を参考に、事務局の方で進めていただきたいと思います。 

 本日の議事は以上です。皆様、会議の進行に御協力いただきましてありがとうござい

ました。 

 

【事務局】 

会長、議事を進行いただきありがとうございました。 

 また、委員の皆様には貴重な御意見を賜り、誠にありがとうございました。本日いた

だいた御意見をもとに、第２期計画の進行管理、中間年の見直し作業を進めてまいりま

す。 

 


